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 明けましておめでとうございます。
 今年のお正月はとても暖かく、良い
 休日を過ごした方も多いと思います。
 今年もより一層頑張って参りますので、
 どうぞよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　社員一同

2016年から始まる電力自由化 【丸刃裁断機】
電力自由化は、"発電" "小売" "送・配電" の3つ 弊社で製造・販売しているミニカッターやCR-100A
に分けられます。 は一度お使い頂ければ、「もう手放せない」と
私たちへ一番影響が有るのは今年4月から開始する ご好評を頂いております。
家庭向けの「電力小売の自由化」です。 丸刃裁断機の多くは、固定刃が装備されています。
今までは電気事業法で規制が有り、各地域ごとの 固定刃は常に回転刃に接触し、ハサミの状態となり
電力会社からしか購入出来ませんでした。 材料を確実に裁断する事が出来ます。
自由化によって「新電力」と呼ばれる新しい電気 固定刃の材質は回転刃と比べ硬質な物を装備して
会社が参入できるようになりました。 いますので（弊社は全て超硬）、耐久性にも優れ
メリット ています。
今までは、電力会社が地域独占で競争が有りません 逆に回転刃はＳＫＳなどの一般刃物鋼を採用して
でしたが、これからは、値下げ・割引・ポイント いますので、装備されている研磨装置で研磨を行い
付与などの競争が予想されます。 鋭い切れ味を持続する事が可能です。
これにより私たちも色々なプランを比較する事が 次に研磨装置ですが、砥石を回転刃に当てた時に
可能になります。 砥石が一緒に回転しているかを確認して下さい。
すでに、100社以上が電力小売の登録申請をして 回転せずに同じ場所ばかり当たっている場合、すぐ
おり、その中には、ガス会社や石油会社の他に に目詰まりしますので、研磨が行えません。
通信会社などの異業種も有ります。 砥石が目詰まりを起こした時は目の粗い紙ヤスリ
先日発表が有った ＳＢ社 のようなセットプラン をかけるか、新しい物に取り換えて下さい。
が、今後も各社から出てくると予想されます。 切れ味が悪くなった時は、

デメリット １．固定刃が回転刃にしっかり接触しているか。
新電力会社が参入する事で、「安定供給への不安」 ２．研磨時に砥石が一緒に回転しているか。
を多くの方が抱いています。 ３．砥石が目詰まりしていないか。
この問題については、政府がルールを作り、送配 以上の点をご確認下さい。
電網に規制を残し既存の電力会社の独占を認める 少しでも長くお使い頂く為に、日頃のメンテナンス
代わりに安定供給の義務を課しています。 をお願い致します。
本当に起こり得るデメリットは、値上がりの可能性
です。
今まで料金は国が審査をして大幅値上げを規制を
していましたが、完全自由となる2020年以降には
災害や燃料費の高騰などで大幅値上げとなる可能
性も有ります。

ご意見・お客様の声などを書いて返信して下さいね。

ニュースレターの配信がご不要の方は配信を止めさせて頂きますので
お手数ですが、上記欄に お名前・ＦＡＸ番号 を記入の上ご返信して下さい。
お名前だけですと停止手続きができない場合がございますので必ず ＦＡＸ番号 の記入をお願い致します。
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